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平成 30年12月20日

120 新大平下駅前地区（第２期）

平成31年度　～　平成32年度　（2年間） 栃木県栃木市

・土地区画整理事業地内の防災性向上のため旧耐震基準に該当する木造老朽化建築物の減少を図る。
・土地区画整理事業地内の消防活動困難区域の解消を図る。

（H31当初） （　　　　） （H32末）
土地区画整理事業地内の防災性向上に資する老朽化建築物が除却された棟数を算定する。

土地区画整理事業地内の消防活動困難区域の面積を算定する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H31 H32 H33 H34 H35

120-A-1 区画 一般 栃木市 直接 栃木市 394

120-A-2 都再区画 一般 栃木市 直接 157

合計 551

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35

合計

番号 備考

全体事業費
（百万円）

事業者

計画の目標
計画の期間

-         

（事業箇所）

-                    

区画整理A=5.3ha栃木市

　　定量的指標の定義及び算定式
当初現況値

551百万円 

番号

全体事業費

要素となる事業名

0.7ha

33棟

社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

太平山に代表される豊かな自然環境と広大な田園景観を有する大平地域は、伝統的農業を基幹産業としながらも、大手家電メーカーや大手自動車メーカーの操業により、自立性の高い都市として発展してきた。
しかし、都市基盤整備の遅れやモータリゼーションの進展に伴う大規模商業施設の郊外立地等により、中心市街地の空洞化が進行している。
さらに、住宅が密集しており、火災による延焼の危険性の高い地区で、公園等のオープンスペースが不足している中、平成２６年度から都市再生整備計画事業及び都市再生区画整理事業による駅周辺の環境整備に取り
組み、地域住民の安全性の向上と大平地域の顔としてふさわしい快適でにぎわいのある市街地を形成を目指している。
引き続き、土地区画整理事業による街づくりを推進する。

事業者

番号

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%

効果促進事業費の割合
551百万円 

新大平下駅前第２地区（(都)大平町役場通り外）

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

Ｂ Ｃ

栃木市 土地区画整理事業（新大平下駅前第２地区）

交付対象事業

Ａ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
（百万円）

都市再生区画整理事業（A=5.3ha） 栃木市

市町村名
要素となる事業名

15棟

0ha

事業内容
市町村名

港湾・地区名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
事業実施期間（年度）



事前評価チェックシート
 計画の名称： 新大平下駅前地区（第２期）

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①都市再生基本方針との適合等　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 〇

I． 目標の妥当性
①都市再生基本方針との適合等　２）上位計画等と整合性が確保されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 〇

II． 計画の効果・効率性
④事業の効果　１）十分な事業効果が確認されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
④事業の効果　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　１）まちづくりに向けた機運がある。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 〇

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

1  案件番号：0000057781



事　　前　　評　　価 チェック欄

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 〇

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 〇

2  案件番号：0000057781



（参考図面）市街地整備

計画の名称 120 新大平下駅前地区（第２期）

計画の期間 平成31年度　～　平成32年度　（2年間） 栃木県栃木市交付対象

大平総合支所

120-A-3 新大平下駅前第2地区
（都市再生区画整理事業）

A=5.3ha

120-A-2 新大平下駅前第2地区
（土地区画整理事業）

大平役場前通り L=199m

新大平下駅前線 L=220m


